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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、子宮内膜症間質細胞における薬剤誘導性アポトーシス抵抗性へのサバイビン

の関与について検討した論文である。正所性子宮内膜間質細胞ではサバイビン遺伝子発現

は低かったが、異所性子宮内膜間質細胞においては高発現を示した。SS添加後のサバイビ

ン遺伝子発現は、正所性子宮内膜間質細胞では減弱し、異所性子宮内膜間質細胞では増強

を認めた。異所性子宮内膜間質細胞におけるサバイビン遺伝子抑制により薬剤誘導性アポ

トーシスへの抵抗性が減弱した。これらは子宮内膜症の病態に、サバイビンが重要な役割

を担うことを示唆するものである。 

本研究は新知見に富むものであり、その成果は生殖内分泌学研究に貢献するとともに、

学術の水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


